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１．調達件名  イワシクジラ全身骨格加工業務 一式 
 
２．業務の目的 
   国立科学博物館では 1993 年以来ストランディングした海棲哺乳類の調査・収集を行って

おり、一昨年度に、東京都品川区大井コンテナ埠頭付近で発見されたイワシクジラを翌日調

査し、発見現場近くに埋設した。1993 年以前に収集された大型鯨類骨格は、いずれも捕鯨個

体で昨今の情勢を鑑みると、展示などで活用することは今後支障を来す可能性があるが、今

回のイワシクジラ全身骨格はストランディング個体を活用した標本となるため、保有してい

ることを批判される条件が皆無である。本種の本来の分布域より南に位置する東京周辺でこ

のような標本が得られる可能性は極めて低く、将来の活用可能性を考えると是非とも標本と

して国立科学博物館の鯨類コレクションに加えるべきものと考える。そこで、イワシクジラ

全身骨格を発掘後のクリーニングならびに標本化する作業を調達するものとする。 
 
３．履行期限  平成２８年３月３１日まで 
 
４．標本名   イワシクジラ全身骨格 

（発見時の状況：雄、体長 13ｍ 体重約 18ｔ） 
 
５．骨格加工仕様 

 
① 標本の受取り、移送 

 指定する保管場所（東京都２３区内）で受取ること。受取りに当たっては標本の状

態、部位 数量などの確認、記録を行う事。 
② 標本の残存有機物除去を主とするクリーニング処理 

 残存有機物を骨より完全にクリーニングする。その際化学薬品を使用しないこと。標

本処理中 65 度以上の高温を使用しないこと。標本の紛失，破損の無いよう万全の配

慮をはらうこと。重機を使用する場合は、骨格が破損しないよう配慮すること。四半

期毎に骨格の脱脂状況を確認し、当館担当者に報告すること。 
③  脱脂、さらし加工 

 温水槽で油抜き、さらしを行う事。脱脂効果を高めるために合成中性洗剤や油脂分解

酵素などを用いること。 
 脱脂し過ぎる事の無いよう脱脂状況を確認しながら、水洗を行うこと。 
 水洗後、日陰で乾燥させること。 

④  強化処理加工 
 アクリル樹脂系含浸材（パラロイドＢ-72）のアセトン溶液を用いて含浸強化処理を

行うこと。 
 骨の自然な質感を失わないよう強化液の濃度を調整すること。 

⑤  破損部の補修 
 破損やひび割れがある部分には現状維持のための補修を行うこと。 
 使用する補修材料はエポキシ系樹脂、アクリル系接着剤を用いること。 
 

なお、骨格に発掘時以前に生じていたと考えられる損傷があり、その修復に通常の

骨格加工作業の範囲を超える作業が必要と判断される場合には、国立科学博物館の



研究部担当者および財務担当者と協議の上、当館担当者の指示に従い対応すること

とする。 
⑥  納品 

   チャーター便にて国立科学博物館筑波地区内の指定場所に搬入すること。 
 
６．作業場所 
     請負業者の作業場所  
 

７．成果品 
     ①イワシクジラ全身分離骨格標本           １  点 

     ②作業工程写真                 １  点 

 

８．その他 
仕様書に記載のない事項、また疑義を生じた場合は、その都度担当者と協議の上その指示

に従うこと。搬入に係る経費等一切の経費を本調達に含むこと。 
 

 


